


１
．

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

制
度

の
概

要
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プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の

概
要

 
 ①

 
プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
制

度
の

趣
旨

 

•
第

一
種

指
定

電
気

通
信

設
備

を
用

い
て

提
供

さ
れ

、
競

争
が

十
分

に
進

展
し

て
お

ら
ず

、
市

場
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
通

じ
た

適
正

な
料

金
の

水
準

の
形

成
が

困
難

で
あ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
の

う
ち

、
利

用
者

の
利

益
に

及
ぼ

す
影

響
が

大
き

い
、

国
民

生
活

・
経

済
に

必
要

不
可

欠
な

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
、

料
金

水
準

の
上

限
を

定
め

る
も

の
 

•
実

質
的

な
料

金
の

低
廉

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
利

用
者

利
益

を
確

保
し

つ
つ

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

に
経

営
効

率
化

努
力

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
与

え
る

規
制

と
し

て
導

入
（

平
成

１
２

年
１

０
月

適
用

開
始

）
 

 

④
 

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
料

金
設

定
 

•
 Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
実

際
の

料
金

指
数

が
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ご

と
に

、
基

準
料

金
指

数
を

下
回

る
も

の
で

あ
れ

ば
個

々
の

料
金

は
届

出
で

設
定

が
可

能
 

•
 基

準
料

金
指

数
を

超
え

る
料

金
の

設
定

に
つ

い
て

は
、

総
務

大
臣

の
認

可
が

必
要

 

基
準

料
金

指
数

 ＝
 前

期
の

基
準

料
金

指
数

 ×
（

１
＋

 消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

 －
 生

産
性

向
上

見
込

率
 ＋

 外
生

的
要

因
）

 

バ
ス

ケ
ッ

ト 
主

な
具

体
的

料
金

 

音
声

伝
送

バ
ス

ケ
ッ

ト 
 

加
入

電
話

・Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ

（市
内

、
県

内
市

外
通

話
料

）、
公

衆
電

話
（
通

話
料

）
 

加
入

者
回

線
サ

ブ
バ

ス
ケ

ッ
ト 

 
加

入
電

話
・Ｉ

Ｓ
Ｄ

Ｎ
（基

本
料

、
施

設
設

置
負

担
金

）
 

•
 料

金
水

準
の

上
限

と
な

る
基

準
料

金
指

数
を

設
定

し
、

毎
年

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
に

通
知

（
現

在
の

基
準

料
金

指
数

は
、

平
成

２
４

年
９

月
末

ま
で

の
適

用
）

 

•
 基

準
料

金
指

数
の

算
定

式
は

以
下

の
と

お
り

定
め

ら
れ

て
い

る
 

③
 

料
金

水
準

の
上

限
（

基
準

料
金

指
数

）
 

•
 基

準
料

金
指

数
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

、
３

年
ご

と
に

合
理

的
な

将
来

原
価

の
予

測
に

基
づ

く
生

産
性

向
上

見
込

率
（

Ｘ
値

）
を

設
定

 

②
 

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

制
度

の
対

象
サ

ー
ビ

ス
 

•
 Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

が
提

供
す

る
加

入
電

話
、

Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ

、
公

衆
電

話
等
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3 

○
 

こ
れ

ま
で

の
プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
制

度
の

運
用

 
 

・
 

３
年

ご
と

に
生

産
性

向
上

見
込

率
（

Ｘ
値

）
を

設
定

し
、

当
該

Ｘ
値

を
用

い
て

基
準

料
金

指
数

を
設

定
し

て
い

る
。

Ｘ
値

は
、

そ
の

適
用

期
間

の
最

終
年

度
に

収
支

が
相

償
す

る
よ

う
に

算
定

さ
れ

、
具

体
的

に
は

次
の

式
で

表
さ

れ
る

。
 

 

収
入

×
（

１
＋

消
費

者
物

価
指

数
変
動

率
－
Ｘ

値
）
＝

 費
用

 ＋
 適

正
報

酬
額

 ＋
 利

益
対

応
税

額
 

  
・

 
こ

れ
を

、
左

辺
を

Ｘ
値

と
し

て
整

理
す

れ
ば

次
の

と
お

り
で

あ
り

、
消

費
者

物
価

指
数

変
動

率
、

費
用

、
収

入
等

を
予

測
す

る
こ

と
に

よ
り

Ｘ
値

を
算

定
。

 
 

 
  

 

Ｘ
値

＝
１

＋
消

費
者

物
価

指
数

変
動
率

－
 
（

 費
用

 ＋
 適

正
報

酬
額

 ＋
 利

益
対

応
税

額
）

÷
収

入
 

3 

①
 

第
一

期
（

平
成

１
２

年
１

０
月

～
平

成
１

５
年

９
月

）
 

 ・
 

音
声

伝
送

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
期

間
中

の
Ｘ

値
（

年
率

1
.9

%
）

に
よ

り
基

準
料

金
指

数
を

設
定

 
  ・

 
加

入
者

回
線

サ
ブ

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
施

設
設

置
負

担
金

に
係

る
収

支
に

つ
い

て
圧

縮
記

帳
前

の
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

こ
と

か
ら

具
体

的
な

Ｘ
値

を
設

定
す

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
く

、
Ｘ

値
を

消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

と
し

て
基

準
料

金
指

数
を

平
成

１
２

年
４

月
の

料
金

水
準

に
設

定
 

②
 

第
二

期
（

平
成

１
５

年
１

０
月

～
平

成
１

８
年

９
月

）
 

 ・
 

音
声

伝
送

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
Ｉ

Ｐ
電

話
の

普
及

等
に

よ
る

固
定

電
話

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

減
少

の
予

測
が

困
難

で
あ

り
、

予
測

値
が

一
意

に
定

ま
ら

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
固

定
電

話
の

料
金

水
準

が
国

民
生

活
・

経
済

に
及

ぼ
す

影
響

を
考

慮
し

、
Ｘ

値
を

消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

と
し

て
前

期
の

上
限

を
維

持
 

  ・
 

加
入

者
回

線
サ

ブ
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

前
期

と
同

様
 

 ③
 

第
三

期
（

平
成

１
８

年
１

０
月

～
平

成
２

１
年

９
月

）
 

 ・
 

音
声

伝
送

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
Ｐ

Ｓ
Ｔ

Ｎ
か

ら
Ｉ

Ｐ
網

へ
の

移
行

期
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
動

態
的

な
市

場
に

お
け

る
Ｘ

値
を

一
意

に
定

め
る

こ
と

の
困

難
性

、
Ｉ

Ｐ
網

へ
の

移
行

に
対

す
る

政
策

の
中

立
性

を
考

慮
し

、
Ｘ

値
を

消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

と
し

て
前

期
の

上
限

を
維

持
 

   ・
 

加
入

者
回

線
サ

ブ
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

前
期

と
同

様
。

 
 

プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の

運
用
の

経
緯

 

④
 

第
四

期
（

平
成

２
１

年
１

０
月

～
平

成
２

４
年

９
月

）
 

 ・
 

音
声

伝
送

バ
ス

ケ
ッ

ト
及

び
加

入
者

回
線

サ
ブ

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

前
期

と
同

様
。
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２
．

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

の
運

用
に

関
す

る
研

究
会

報
告

書
 

  

＜
概

要
＞
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■
 Ｘ

値
の

算
定

方
法

 

 
①

ミ
ッ

ク
ス

生
産

性
準

拠
方

式
 

 

 
 

 
事

業
者

の
収

入
、

費
用

等
の

予
測

値
を

基
に

適
用

期
間

（
３

年
間

）
の

最
終

年
度

に
対

象
サ

ー
ビ

ス
の

収
支

が
相

償
す

る
水

準
に

Ｘ
値

を
算

定
す

る
方

式
 

  
 

 
 

 収
入

 ×
（

１
 ＋

 消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

 －
 Ｘ

値
）

３
 ＝

  
費

用
 ＋

 適
正

報
酬

額
 ＋

 利
益

対
応

税
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
Ｘ

値
 ＝

 １
 ＋

 消
費

者
物

価
指

数
変

動
率

 －
 

（
費

用
 ＋

 適
正

報
酬

額
 ＋

 利
益

対
応

税
）

÷
 収

入
 

   
②

フ
ル

生
産

性
準

拠
方

式
 

 
 

 
全

要
素

生
産

性
※

向
上

率
を

基
に

Ｘ
値

を
算

定
す

る
方

式
 

 
 

 
※

全
要

素
生

産
性

 
 

生
産

性
と

は
投

入
量

あ
た

り
の

産
出

量
を

い
う

と
こ

ろ
、

複
数

の
産

出
要

素
（

生
産

量
、

売
上

高
な

ど
）

、
投

入
要

素
（

労
働

、
資

本
な

ど
）

が
あ

る
場

合
に

全
て

の
要

素
を

用
い

て
計

算
し

た
生

産
性

を
全

要
素

生
産

性
と

い
う

。
 

３
 

 
生

産
性

向
上

見
込

率
（

Ｘ
値

）
の

算
定

方
法

 

〈
Ｘ

値
に

つ
い

て
整

理
〉

 

■
 Ｘ

値
算

定
の

手
順

（
ミ

ッ
ク

ス
生

産
性

準
拠

方
式

を
基

本
と

し
、

フ
ル

生
産

性
準

拠
方

式
を

参
考

と
し

て
取

扱
い

）
 

（
１

）
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
収

入
予

測
  
…

 固
定

電
話

回
線

数
に

つ
い

て
２

つ
の

パ
タ

ン
で

予
測

 

（
２

）
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
費

用
予

測
  
…

 Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
の

費
用

予
測

と
経

営
効

率
化

施
策

を
検

証
 

（
３

）
適

正
報

酬
額

・
消

費
者

物
価

指
数

（
Ｃ

Ｐ
Ｉ

）
変

動
率

  
…

 実
績

デ
ー

タ
及

び
政

府
機

関
等

が
公

表
し

て
い

る
予

測
値

を
基

に
設

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
４

）
Ｎ

Ｔ
Ｔ

東
西

の
経

営
効

率
分

析
 …

 ２
つ

の
手

法
（

Ｄ
Ｅ

Ａ
及

び
Ｓ

Ｆ
Ａ

）
に

よ
り

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
の

非
効

率
部

分
を

計
測

 

 
 

 
 

 
（

５
）

Ｘ
値

の
算

定
に

係
る

考
え

方
の

整
理
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プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
の

運
用

に
関

す
る

今
後

の
検

討
課

題
 

■
 プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
制

度
の

趣
旨

を
踏

ま
え

た
費

用
削

減
努

力
 

 
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
に

は
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
規

制
で

あ
る

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

制
度

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

本
研

究
会

で
示

し
た

経
営

効
率

化
施

策
に

限
定

す
る

こ
と

な
く

経
営

効
率

化
の

努
力

を
行

う
と

と
も

に
、

今
後

の
検

証
の

た
め

、
経

営
効

率
化

施
策

の
効

果
に

つ
い

て
可

能
な

限
り

把
握

す
る

こ
と

を
期

待
 

  ■
 経

営
効

率
分

析
の

た
め

の
デ

ー
タ

整
備

等
 

 
 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
の

支
店

統
合

に
よ

り
、

経
営

効
率

分
析

の
た

め
に

重
要

な
サ

ン
プ

ル
数

が
減

少
し

て
い

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
東

西
に

お
け

る
経

営
効

率
分

析
の

た
め

の
デ

ー
タ

の
整

備
を

含
め

、
今

後
の

経
営

効
率

分
析

の
あ

り
方

が
課

題
 

  ■
 プ

ラ
イ

ス
キ

ャ
ッ

プ
の

対
象

役
務

の
変

更
等

 

 
 

０
Ａ

Ｂ
～

Ｊ
－

Ｉ
Ｐ

電
話

と
Ｆ

Ｔ
Ｔ

Ｈ
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

競
争

ル
ー

ル
全

体
の

枠
組

み
の

見
直

し
の

動
き

も
踏

ま
え

つ
つ

、
将

来
的

に
は

プ
ラ

イ
ス

キ
ャ

ッ
プ

制
度

の
対

象
役

務
と

し
て

追
加

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

に
留

意
し

つ
つ

、
今

後
の

普
及

状
況

等
を

注
視
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